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２
０
２
１
年
度 

第
３
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

国
語
採
点
基
準 

 

１ 

文
（
文
章
）
で
解
答
す
る
設
問
の
答
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ａ
項
の
加
点
要
素
の
合
計
か
ら
次
の
Ｂ
項
・
Ｃ
項
の
減
点
要
素
の
合

計
を
引
い
た
得
点
を
そ
の
設
問
の
得
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
最
低
点
は
０
点
と
し
マ
イ
ナ
ス
の
得
点
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

Ａ 

ａ 

以
下
の
採
点
基
準
で
は
、
模
範
解
答
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
割
し
加
点
要
素
と
し
ま
す
。
答
案
中
に
そ
の
加
点
要
素
に
相

当
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
を
与
え
ま
す
。 

ｂ 

あ
る
加
点
要
素
は
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
５
点
配

点
さ
れ
た
加
点
要
素
で
あ
れ
ば
５
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
加
点
要
素
中
の
部
分
点
を

認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
採
点
基
準
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｃ 

あ
る
要
素
に
加
点
す
る
か
否
か
が
、
他
の
要
素
と
無
関
係
に
決
ま
る
場
合
と
、
他
の
要
素
と
の
関
係
で
決
ま
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
前
者
の
場
合
は
、
そ
の
要
素
を
単
独
採
点
（
独
立
採
点
）
す
る
と
言
い
そ
の
旨
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場

合
は
、
他
の
要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
採
点
基
準
で
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｄ 

解
答
通
り
と
い
う
条
件
が
あ
る
場
合
は
い
か
な
る
部
分
点
も
認
め
ま
せ
ん
。 

 

Ｂ 

ａ 

答
案
中
に
大
き
な
誤
読
と
判
定
さ
れ
る
内
容
（
語
句
）
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
（
語
句
）
を
減
点
要
素
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ｂ 

加
点
要
素
で
も
減
点
要
素
で
も
な
い
部
分
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
部
分
は
加
点
も
減
点
も
し
ま
せ
ん
。 

 

Ｃ 次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
答
案
の
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
。
漢
字
な
ど
の
文
字
の
明
ら
か
な
誤
り
は
誤
字
と
し
ま
す
。 

ｂ 

脱
字
。 

ｃ 

文
末
の
句
点
の
脱
落
。 

※
字
数
指
定
の
な
い
場
合
、
句
点
の
脱
落
は
誤
字
と
し
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｄ 

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
箇
所
。 

ｅ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
設
問
の
問
い
方
に
対
応
し
て
い
な
い
形
で
答
案
の
文
末
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
適
切
な
文
末
処

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
に
よ
る
減
点
要
素
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と

い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
は
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
し
ま
す
。

ま
た
、
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か
ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
も
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
見
ま
す
。 

※
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と

見
ま
す
。
ま
た
、「
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
と
見
ま
す
。 

ま
た
文
末
の
表
現
を
問
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
程
度
に
応
じ
て
減
点
し
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

一
行
の
解
答
欄
に
二
行
以
上
書
い
た
場
合
も
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｄ 

答
案
の
文
章
が
最
後
ま
で
完
結
し
て
い
な
い
も
の
。 

 ４ 

古
文
あ
る
い
は
漢
文
の
訳
を
記
述
す
る
設
問
の
場
合
も
以
上
に
準
じ
ま
す
が
、
文
末
の
句
点
や
文
末
の
処
理
あ
る
い
は
答
案
の
完

結
に
こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



1 

二
○
二
一
年 

第
３
回
阪
大
模
試
（
人
外
法
経
） 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 ■
採
点
の
原
則 

 

① 
全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 
  

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

文
脈
の
ね
じ
れ
が
あ
る
、
ま
た
主
述
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
ご
と
に
加
点
し
た
上
で
、 

 
  

全
体
か
ら
２
点
減
点
す
る
。 

 

③ 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

  Ⅰ
  

（
５０
点
） 

 

問
一
各
２
点 

解
答
通
り 

（
ａ
）
排
除 

（
ｂ
）
形
骸 

（
ｃ
）
寛
容 

（
ｄ
）
醸 

（
ｅ
）
礎 

 

 

問
二 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
１０
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                          

Ｂ 

身
の
回
り
に
無
数
に
あ
る
森
羅
万
象
そ
の
も
の
で
あ
り
、
天
照
大
神
を
頂
点
と
し
て
氏
族
・
社
会
ご
と
に
序
列
化
さ
れ
、
豊
穣 

Ｃ を
感
謝
し
、
病
気
の
平
癒
、
他
者
へ
の
呪
い
な
ど
を
祈
願
す
る
対
象
と
な
る
存
在
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
八
十
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
身
の
回
り
に
無
数
に
あ
る
森
羅
万
象
そ
の
も
の
」
：
２
点 

 
 

・
「
森
羅
万
象
そ
の
も
の
」
と
い
う
説
明
が
あ
れ
ば
２
点
与
え
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
天
照
大
神
を
頂
点
と
し
て
氏
族
・
社
会
ご
と
に
序
列
化
さ
れ
」
：
３
点 

 
 

・
「
天
照
大
神
」
は
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
で
も
可
。 

 
 

・
「
氏
族
・
社
会
ご
と
に
序
列
化
さ
れ
」
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
豊
穣
を
感
謝
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
こ
の
ま
ま
の
説
明
の
み
許
容
。
但
し
「
豊
穣
」
は
「
豊
作
・
豊
か
な
実
り
・
豊
か
な
収
穫
」
と
い
っ
た
説
明
で
も 

 

可
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
病
気
の
平
癒
、
他
者
へ
の
呪
い
な
ど
を
祈
願
す
る
対
象
」
：
３
点 



2 

 
 

・
「
病
気
の
平
癒
」
「
他
者
へ
の
呪
い
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
だ
け
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ 
文
末
は
「
…
存
在
」
と
い
う
形
式
が
原
則
。
但
し
、
答
案
全
体
が
「
カ
ミ
」
が
い
か
な
る
存
在
か
に
つ
い
て
の
説 

 
 

 

明
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
な
ら
許
容
し
て
よ
い
。
明
ら
か
に
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場 

 
 
 

合
は
１
点
減
点
。 

    
 



3 

問
三 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
４
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ               

Ｂ 

心
の
拠
り
所
で
あ
る 

故
郷
の
カ
ミ
に
物
を
捧
げ
る
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
二
十
字 

九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
心
の
拠
り
所
で
あ
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
何
を
捧
げ
る
の
か
が
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
な
ど
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
故
郷
の
カ
ミ
に
物
を
捧
げ
る
」
：
２
点 

 
 

・
「
故
郷
の
」
は
、
元
の
傍
線
部
に
あ
る
の
で
な
く
て
も
可
。 

 
 

・
「
物
」
は
「
供
物
」
「
食
物
」
な
ど
で
も
よ
い
が
、
「
祈
り
」
と
し
て
い
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ 

設
問
の
「
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
方
に
対
応
す
る
文
末
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
不
適 

 
 
 

切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



4 

問
四 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                              

Ｂ                                    

Ｃ 

因
果
論
や
要
素
還
元
主
義
に
基
づ
い
て 
再
現
可
能
な
客
観
的
事
実
を
提
示
し
、
一
面
で
は
人
類
の
生
活
を
豊
か
に
し
た
け
れ 

          

Ｄ                                     

Ｅ 

ど
、
一
方
で
何
事
も
経
済
効
果
に
換
算
す
る
悪
し
き
風
潮
や
、
証
明
で
き
な
い
事
、
ま
た
再
現
性
の
な
い
人
文
学
の
研
究
成
果 

 

な
ど
を
否
定
す
る
と
い
う
弊
害
も
生
み
出
し
た
と
考
え
て
い
る
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
二
十
字 

五
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
因
果
論
や
要
素
還
元
主
義
に
基
づ
い
て
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
再
現
可
能
な
客
観
的
事
実
を
提
示
し
」
：
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
人
類
の
生
活
を
豊
か
に
し
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
何
事
も
経
済
効
果
に
換
算
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
証
明
で
き
な
い
事
、
ま
た
再
現
性
の
な
い
人
文
学
の
研
究
成
果
な
ど
を
否
定
す
る
」
：
４
点 

 
 

・
「
人
文
学
の
研
究
成
果
な
ど
」
を
欠
い
て
い
て
も
、
「
証
明
で
き
な
い
事
、
ま
た
再
現
性
の
な
い
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
３
点
与
え
る
。
但
し
、
「
証
明
で
き
な
い
」
と
「
再
現
性
の
な
い
」
の
い
ず
れ
か
一

つ
を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 ■

要
素
Ｆ 

設
問
の
「
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
方
に
対
応
す
る
文
末
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ 

 
 
 

ば
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

 
 



5 

問
五 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｈ
参
照 

 

基
準 

配
点
１４
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                    

Ｂ                                                         

Ｃ 

白
く
て
汚
れ
の
な
い
米
は
、
カ
ミ
ガ
ミ
と
の
共
有
物
で
あ
り
捧
げ
物
で
も
あ
る
特
殊
な
収
穫
物
で
あ
り
、
祀
り
や
神
事
に
は
不 

                                  
Ｄ                             

Ｅ 

可
欠
な
供
え
物
と
し
て
色
々
な
意
味
合
い
で
日
本
社
会
を
支
え
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
棚
田
で
の
稲
作
は
作
業
効
率
が
悪
く
、
維 

Ｆ                                

Ｇ 

持
が
大
変
で
生
産
性
が
低
く
と
も
、
人
々
は
苦
労
を
承
知
で
稲
作
に
支
え
ら
れ
た
社
会
へ
の
帰
属
を
望
ん
だ
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
四
十
字 

六
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
白
く
て
汚
れ
の
な
い
米
」
：
２
点 

 
 

・
「
米
」
に
つ
い
て
「
白
い
」
「
汚
れ
の
な
い
」
と
い
う
説
明
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

・
「
白
い
」
「
汚
れ
の
な
い
」
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
カ
ミ
ガ
ミ
と
の
共
有
物
で
あ
り
捧
げ
物
で
も
あ
る
」
：
２
点 

 
 

・
「
カ
ミ
ガ
ミ
」
「
カ
ミ
」
と
い
う
語
は
不
可
欠
。 

 
 

・
「
共
有
物
」
「
捧
げ
物
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
祀
り
や
神
事
に
は
不
可
欠
な
供
え
物
」
：
２
点 

 
 

・
「
祀
り
」
「
神
事
」
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 
 

・
「
供
え
物
」
と
い
う
語
、
あ
る
い
は
同
等
の
表
現
を
欠
く
場
合
は
１
点
。 

 

 
 

・
「
祀
り
」
「
神
事
」
が
な
く
、
「
祭
り
」
と
し
て
い
る
場
合
は
０
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
日
本
社
会
を
支
え
て
き
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
こ
の
ま
ま
の
説
明
の
み
許
容
。 

  

＊ 

要
素
Ｅ
・
Ｆ
は
セ
ッ
ト
に
し
て
吟
味
す
る
。
そ
の
場
合
、
「
棚
田
」
と
い
う
語
を
欠
い
て
い
る
答
案
は
、
Ｅ
・
Ｆ
の
い 

 

ず
れ
か
か
ら
１
点
減
点
す
る
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
棚
田
で
の
稲
作
は
作
業
効
率
が
悪
く
」
：
２
点 

 
 

・
「
作
業
効
率
が
悪
い
」
と
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
「
棚
田
」
が
欠
け
て
い
る
場
合
な
ど
。 

 ■

要
素
Ｆ
「
維
持
が
大
変
で
生
産
性
が
低
く
」
：
２
点 

 
 

・
「
維
持
が
大
変
」
「
生
産
性
が
低
い
」
と
い
あ
二
つ
の
要
素
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 
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・
「
維
持
が
大
変
」
「
生
産
性
が
低
い
」
の
い
ず
れ
か
一
方
を
欠
く
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｇ
「
苦
労
を
承
知
で
稲
作
に
支
え
ら
れ
た
社
会
へ
の
帰
属
を
望
ん
だ
」
：
２
点 

 
 

・
「
苦
労
を
承
知
で
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 
 

・
「
稲
作
に
支
え
ら
れ
た
社
会
へ
の
帰
属
を
望
ん
だ
」
と
ほ
ぼ
同
等
の
内
容
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

・
「
稲
作
に
支
え
ら
れ
た
」
を
欠
く
場
合
は
１
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｈ 

「
…
か
ら
・
の
で
」
が
原
則
的
な
文
末
表
現
の
形
。
但
し
、
理
由
説
明
答
案
と
し
て
許
容
で
き
る
文
末
表
現
に
な 

 
 
 

っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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Ⅱ
 

（
５０
点
） 

 

問
一
各
２
点 

解
答
通
り 

（
ａ
）
始
末 
（
ｂ
）
曖
昧 

（
ｃ
）
幾
何 

（
ｄ
）
検
証
（
ｅ
）
恐
縮 

 

問
二 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

Ａ                                                       

Ｂ                        

Ｃ 

だ
ら
だ
ら
と
説
明
を
書
き
連
ね
て
い
く
科
学
論
文
の
表
現
法
と
は
逆
に
、
事
物
の
一
断
面
を
切
り
取
っ
た 

非
常
に
短
い
表
現 

        

Ｄ                                             

Ｅ 

に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
膨
大
な
イ
メ
ー
ジ
を
相
手
に
提
示
し
、
悠
遠
で
広
大
な
時
空
間
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
表
現
の 

 

特
徴
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ
「
だ
ら
だ
ら
と
説
明
を
書
き
連
ね
て
い
く
科
学
論
文
の
表
現
法
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
だ
ら
だ
ら
と
」
と
同
等
の
説
明
を
欠
い
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

  

＊ 

要
素
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
は
「
俳
句
」
を
典
型
と
す
る
日
本
語
表
現
の
特
徴
の
説
明
。
セ
ッ
ト
に
し
て
吟
味
す
る
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
事
物
の
一
断
面
を
切
り
取
っ
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
非
常
に
短
い
表
現
に
よ
り
」
：
２
点 

 
 

・
「
非
常
に
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
膨
大
な
イ
メ
ー
ジ
を
相
手
に
提
示
し
」
：
２
点 

 
 

・
「
膨
大
な
」
と
同
等
の
説
明
は
必
須
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
悠
遠
で
広
大
な
時
空
間
を
連
想
さ
せ
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
悠
遠
」
（
時
間
）
、
「
広
大
」
（
空
間
）
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 
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・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■
要
素
Ｆ 

設
問
は
「
日
本
語
表
現
の
特
徴
」
の
説
明
を
求
め
て
い
る
の
で
、
答
案
が
そ
れ
に
見
合
っ
た
文
末
表
現
に
な
っ
て 

 
 
 

い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
三 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｈ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

Ａ                             

Ｂ                             

Ｃ                       

Ｄ 

自
然
を
人
間
か
ら
切
り
離
し
、
そ
れ
を
道
具
か
品
物
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て 

征
服
し
よ
う
と
す
る
西
洋
人
の
物
質
科
学
的 

                        

Ｅ                             

Ｆ                          

Ｇ 

な
態
度
に
対
し
て
、
日
本
人
は
自
然
を
全
機
的
な
有
機
体
と
見
な
し
、
人
間
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
自
然
に
同
化
し
よ
う
と
す 

 

る
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

＊ 

要
素
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
が
西
洋
、
要
素
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
が
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
の
説
明
。
そ
れ
ぞ
れ
を
セ
ッ
ト
に
し
て 

 

吟
味
す
る
。 

 ■

要
素
Ａ
「
自
然
を
人
間
か
ら
切
り
離
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
（
自
然
を
）
道
具
か
品
物
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
」
：
２
点 

 
 

・
「
道
具
」
「
品
物
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
（
自
然
）
を
征
服
し
よ
う
と
す
る
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
物
質
科
学
的
な
態
度
」
：
１
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
自
然
を
全
機
的
な
有
機
体
と
見
な
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ
「
人
間
と
親
密
な
関
係
に
あ
る
（
自
然
）
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
本
文
の
「
（
自
然
を
）
自
分
の
か
ら
だ
の
一
部
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
て
も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｇ
「
（
自
然
に
）
同
化
し
よ
う
と
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
「
同
化
」
は
「
順
応
」
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 
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・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■
要
素
Ｈ 

設
問
は
「
比
較
文
化
論
の
内
容
」
の
説
明
を
求
め
て
い
る
の
で
、
答
案
が
そ
れ
に
見
合
っ
た
文
末
表
現
に
な
っ
て 

 
 
 

い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
四 

 ■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１６
点 

 ■

模
範
解
答
例 

 

Ａ                                                                           

Ｂ 

英
語
で
は
、
提
示
し
た
語
の
後
に
関
係
代
名
詞
を
付
け
て
そ
の
内
容
の
説
明
を
加
え
て
い
く
の
で
、
短
い
文
章
で
は
明
快
に
表 

                                                       

Ｃ                            

Ｄ 

現
で
き
な
い
よ
う
な
論
理
的
説
明
に
向
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
関
係
代
名
詞
以
下
を
別
の
文
に
し
て 

指
示
代
名
詞
や 

                  

Ｅ                                                   

Ｆ 

接
続
詞
で
つ
な
げ
ば
、
同
じ
内
容
が
自
然
で
違
和
感
の
な
い
日
本
語
に
翻
訳
可
能
で
あ
り
、
接
続
詞
を
正
確
に
使
え
ば
日
本
語 

 

で
も
論
理
的
な
表
現
は
可
能
で
あ
る
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
百
六
十
字 

七
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

＊ 

要
素
Ａ
・
Ｂ
が
英
語
表
現
、
要
素
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
が
日
本
語
表
現
に
関
す
る
説
明
。
両
者
の
対
比
゛
正
し
く
な
さ
れ 

 

て
い
る
か
を
よ
く
吟
味
す
る
。 

 

＊ 

問
題
文
の
筆
者
は
、
文
と
文
章
の
使
い
分
け
を
し
て
お
ら
ず
、
両
方
を
文
章
と
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
答
案
で
も
両 

 

者
の
区
別
を
厳
密
に
吟
味
し
な
く
て
よ
い
。 

 ■

要
素
Ａ
「
英
語
で
は
、
提
示
し
た
語
の
後
に
関
係
代
名
詞
を
付
け
て
そ
の
内
容
の
説
明
を
加
え
て
い
く
」
：
３
点 

 
 

・
語
（
言
葉
）
の
後
に
関
係
代
名
詞
を
付
け
て
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
的
確
に
説
明
で
き
て
い
る
と
判
断 

 

で
き
る
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
関
係
代
名
詞
が
文
章
と
文
章
と
を
つ
な
ぐ
と
い
う
よ
う
な
、
曖
昧
な
説
明
は
２
点
。 

    

・
全
体
と
し
て
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
短
い
文
章
で
は
明
快
に
表
現
で
き
な
い
よ
う
な
論
理
的
説
明
に
向
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
「
短
い
」
が
な
い
場
合
な
ど
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
関
係
代
名
詞
以
下
を
別
の
文
に
し
て
」
：
２
点 

 
 

・
英
語
で
は
関
係
代
名
詞
で
つ
な
が
れ
て
い
る
箇
所
を
、
日
本
語
に
す
る
時
に
切
り
離
し
て
別
々
の
文
に
す
る
と
い
う
こ 

 

と
が
説
明
で
き
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
指
示
代
名
詞
や
接
続
詞
で
つ
な
げ
ば
」
：
２
点 

 
 

・
英
語
で
は
関
係
代
名
詞
で
つ
な
が
れ
て
い
た
文
を
そ
の
箇
所
で
切
り
離
し
、
二
文
を
指
示
代
名
詞
や
接
続
詞
を
使
っ
て 

 

つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と
が
説
明
で
き
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
指
示
代
名
詞
」
「
接
続
詞
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■

要
素
Ｅ
「
同
じ
内
容
が
自
然
で
違
和
感
の
な
い
日
本
語
に
翻
訳
可
能
で
あ
り
」
：
３
点 

 
 

・
論
理
的
な
英
語
の
長
い
文
を
、
自
然
で
違
和
感
の
な
い
日
本
語
に
翻
訳
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
説
明
で
き
て
い
る
と
判 

 
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
自
然
で
」
「
違
和
感
の
な
い
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
で
よ
い
し
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き

れ 
 

ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 ■

要
素
Ｆ
「
接
続
詞
を
正
確
に
使
え
ば
」
「
日
本
語
で
も
論
理
的
な
表
現
は
可
能
で
あ
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
前
半
か
後
半
の
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
い
る
場
合
な
ど
。 

 ■

要
素
Ｇ 

「
…
か
ら
・
の
で
」
が
原
則
的
な
文
末
表
現
の
形
。
但
し
、
理
由
説
明
答
案
と
し
て
許
容
で
き
る
文
末
表
現
に
な 

 
 
 

っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   



 
★
２
０
２
１
年
度 

第
３
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

 

 
 

Ⅲ

（
古
文
『
胡
蝶
日
記
』）
採
点
基
準 

 

※ 

５
０
点
満
点 

 

問
一 

傍
線
部
（
ア
）
に
つ
い
て
、
誰
が
何
を
ど
の
よ
う
な
様
子
で
聞
い
た
の
か
、
九
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 

配
点 

１
０
点 

 

［
傍
線
部
］ 

 

よ
そ
の
事
顔
に
聞
き 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
１
書
き
手
が
、
Ｂ
７
案
内
人
が
、
自
分
を
そ
の
孫
だ
と
も
知
ら
ず
、「
三
新
田
は
（
か
つ
て
原
野
で
あ

っ
た
の
を
）
白
井
と
い
う
人
物
が
（
藩
校
の
学
田
に
す
る
た
め
に
）
開
墾
し
た
の
だ
」
と
説
明
す
る
の

を
、
Ｃ
２
他
人
事
の
よ
う
な
顔
つ
き
で
（
聞
い
た
）
。（
八
八
字
） 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
要
素
Ａ
は
条
件
（
赤
字
）
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

九
〇
字
以
内 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
書
き
手
が
、 

 

※ 

Ｂ
も
Ｃ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
作
者
が
・
著
者
が
・
筆
者
が
・
白
井
千
代
梅
が
・
千
代
梅
が
」
等
で
も
よ
い
。「
白
井
が
」
は×

。 
 

要
素
Ｂ
【
７
点
】
案
内
人
が
、
自
分
を
そ
の
孫
だ
と
も
知
ら
ず
、「
三
新
田
は
（
か
つ
て
原
野
で
あ
っ
た
の
を
）
白
井
と
い
う

人
物
が
（
藩
校
の
学
田
に
す
る
た
め
に
）
開
墾
し
た
の
だ
」
と
説
明
す
る
の
を
、 

〜 

（
聞
い
た
） 

  

※
「
か
つ
て
原
野
で
あ
っ
た
の
を
」・「
藩
校
の
学
田
に
す
る
た
め
に
」・「
聞
い
た
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
案
内
人
が 

〜 

説
明
す
る
の
を
（
聞
い
た
）」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】 

 

※
「
自
分
を
そ
の
孫
［
＝
白
井
と
い
う
人
物
の
孫
・
白
井
重
行
の
孫
］
だ
と
も
知
ら
ず 

〜 

説
明
す
る
の
を
（
聞
い
た
）」」

の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】 

 
 
 

書
き
手
が
白
井
と
い
う
人
物
の
孫
で
あ
る
こ
と
は
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。
こ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
な

い
場
合
は
、
こ
の
項
目
は
【
０
点
】
と
す
る
。 

 

※
「『
三
新
田
は 

〜 

白
井
と
い
う
人
物
が
開
墾
し
た
の
だ
』
と
説
明
す
る
の
を
（
聞
い
た
）」」
の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】 

 
 

「
三
新
田
」
が
明
ら
か
で
な
く
「
こ
の
地
は
」
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
項
目
は
【
２
点
】
と
す
る
。 

 
 

「
白
井
と
い
う
人
物
」
は
「
白
井
・
白
井
某
」
等
で
も
よ
い
。「
白
井
」
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
、
こ
の
項
目
は
【
０

点
】
と
す
る
。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
他
人
事
の
よ
う
な
顔
つ
き
で
（
聞
い
た
）
。 

 

※
「
聞
い
た
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
人
ご
と
の
よ
う
に
（
聞
い
た
）」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

   
 



問
二
（
イ
） 

傍
線
部
（
イ
）
を
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

７
点 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
か
く
ゆ
く
り
な
く
Ｂ
２
来
ぬ
る
事
の
、
Ｃ
３
嬉
し
う
も
本
意
あ
る
事
に
思
ふ
も
の
か
ら
、 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
こ
の
よ
う
に
思
い
が
け
ず
も
Ｂ
２
祖
父
が
祀
ら
れ
た
神
社
へ
や
っ
て
来
た
事
が
、
Ｃ
３
嬉
し
く
も

心
に
か
な
っ
た
事
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
か
く
ゆ
く
り
な
く 

→
 

こ
の
よ
う
に
思
い
が
け
ず
も 

 

※
「
思
い
が
け
ず
」
が
で
き
て
い
た
ら
【
１
点
】。「
意
外
に
も
・
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
に
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
右
の
【
１
点
】
が
得
点
で
き
て
い
る
上
で
、「
こ
の
よ
う
に
」
も
で
き
て
い
れ
ば
【
２
点
】。「
こ
の
よ
う
に
」
は
「
こ
う
」

で
も
よ
い
。 

 

※
「
思
い
が
け
ず
」
が
得
点
で
き
て
い
な
い
場
合
は
、「
こ
の
よ
う
に
」
が
で
き
て
い
て
も
得
点
で
き
な
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
来
ぬ
る
事
の
、 

 
→

 

祖
父
が
祀
ら
れ
た
神
社
へ
や
っ
て
来
た
事
が
、 

 

※
「
来
た
こ
と
が
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】。 

 

※
右
の
【
１
点
】
が
得
点
で
き
て
い
る
上
で
、「
祖
父
が
祀
ら
れ
た
所
へ
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 
 

「
祖
父
が
祀
ら
れ
た
神
社
へ
」
は
「
祖
父
が
祀
ら
れ
た
所
へ
」
で
も
よ
い
。 

 
 

「
祖
父
が
祀
ら
れ
た
」
は
「
祖
父
が
祭
ら
れ
た
・
祖
父
を
祀
っ
た
・
祖
父
を
祭
っ
た
・
祖
父
を
崇
め
た
・
祖
父
を
祝
っ
た
・

祖
父
を
神
と
し
た
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

「
祖
父
が
祀
ら
れ
た
」
の
意
が
な
い
「
神
社
へ
・
こ
こ
へ
」
等
で
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
３
点
】
嬉
し
う
も
本
意
あ
る
事
に
思
ふ
も
の
か
ら
、 

→
 

嬉
し
く
も
心
に
か
な
っ
た
事
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、 

 

※
「
嬉
し
い
＋
心
に
か
な
っ
て
い
る
＋
け
れ
ど
も
（
逆
接
）」
で
【
３
点
】。
一
つ
欠
け
る
ご
と
に
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 
 

た
だ
し
、
減
点
は
要
素
Ｃ
の
【
３
点
】
か
ら
し
、【
０
点
】
以
下
に
は
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。 

 

※
「
心
に
か
な
っ
て
い
る
」
は
「
望
ま
し
い
・
思
い
通
り
だ
・
満
足
だ
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
け
れ
ど
も
」
は
逆
接
で
あ
れ
ば
、「
が
・
も
の
の
」
等
で
も
よ
い
。 

    
 



問
二
（
エ
） 

傍
線
部
（
エ
）
を
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 

配
点 

７
点 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
１
百
年
に
し
て
天
下
の
あ
げ
つ
ら
ひ
は
定
ま
る
と
Ｂ
１
古
の
人
も
言
ひ
し
な
れ
ば
、
Ｃ
１
後
の
世
に
は

な
ほ
Ｄ
２
光
Ｅ
２
い
や
ま
し
給
ふ
ら
む 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
百
年
で
世
の
中
の
論
議
も
定
ま
る
と
Ｂ
１
昔
の
人
も
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
Ｃ
１
後
世
に
は
さ

ら
に
Ｄ
２
お
じ
い
さ
ま
の
威
光
も
Ｅ
２
い
よ
い
よ
増
し
な
さ
る
こ
と
だ
ろ
う 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
百
年
に
し
て
天
下
の
あ
げ
つ
ら
ひ
は
定
ま
る
と 

→
 

百
年
で
世
の
中
の
論
議
も
定
ま
る
と 

 

※
「
世
の
中
」
は
「
世
間
」
等
で
も
よ
い
。「
天
下
」
の
ま
ま
は×

。 

 

※
「
議
論
」
は
「
論
議
」
で
も
よ
い
。「
評
判
・
評
価
」
等
は×

。 

 

※
「
定
ま
る
」
は
「
決
ま
る
・
決
定
す
る
」、
ま
た
は
「
落
ち
着
く
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
古
の
人
も
言
ひ
し
な
れ
ば
、 

→
 

昔
の
人
も
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、 

 

※
「
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
は
「
言
っ
た
の
だ
か
ら
・
言
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
・
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
・
言
っ
て

い
る
の
で
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
後
の
世
に
は
な
ほ 

→
 

後
世
に
は
さ
ら
に 

 

※
「
後
世
」
は
「
後
の
世
」
の
ま
ま
、
も
し
く
は
「
後
代
」
等
で
も
よ
い
。「
死
後
・
来
世
・
あ
の
世
」
等
は×

。 

 

※
「
さ
ら
に
」
は
「
一
層
」
等
で
も
よ
く
、「
や
は
り
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

要
素
Ｄ
【
２
点
】
光 

→
 

お
じ
い
さ
ま
の
威
光
も 

 

※
「
威
光
」
は
「
権
威
・
威
勢
」
等
で
も
よ
く
、
ま
た
「
功
績
・
勲
功
・
功
労
・
偉
勲
」
等
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※
右
の
意
が
あ
っ
て
も
「
お
じ
い
さ
ま
の
・
祖
父
の
」
の
意
が
な
い
場
合
は
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｅ
【
２
点
】
い
や
ま
し
給
ふ
ら
む 

→
 

い
よ
い
よ
増
し
な
さ
る
こ
と
だ
ろ
う 

 

※
「
増
す
＋
尊
敬
＋
推
量
」
で
【
２
点
】。
一
つ
欠
け
る
ご
と
に
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 
 

た
だ
し
、
減
点
は
要
素
Ｅ
の
【
２
点
】
か
ら
し
、【
０
点
】
以
下
に
は
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。 

 

※
「
い
よ
い
よ
増
し
」
は
「
増
し
・
ま
す
ま
す
優
れ
・
高
く
な
り
・
大
き
く
な
り
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
な
さ
る
」
は
「
お
〜
に
な
る
・
〜
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
だ
ろ
う
」
は
「
〜
て
い
る
だ
ろ
う
・
〜
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
」
で
も
よ
い
。 

   
 



問
三 

傍
線
部
（
ウ
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 

配
点 

７
点 

 

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
１
奉
る
べ
き
幣
は
Ｂ
１
さ
ら
な
り
、
Ｃ
３
山
は
ま
だ
青
葉
な
れ
ば
、
Ｄ
１
ま
に
ま
に
Ｅ
１
と
申
さ
ん

や
う
も
な
く
て
、 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
奉
納
す
べ
き
幣
は
Ｂ
１
言
う
ま
で
も
な
く
、
Ｃ
３
山
は
ま
だ
青
葉
で
あ
る
の
で
紅
葉
も
な
く
、 

Ｄ
１
『
神
の
心
の
ま
ま
に
』
Ｅ
１
と
申
し
上
げ
て
捧
げ
る
よ
う
な
手
立
て
も
な
く
て
、 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
奉
る
べ
き
幣
は 

→
 

奉
納
す
べ
き
幣
は 

 

※
「
奉
納
す
」
は
「
お
供
え
す
る
・
手
向
け
申
し
上
げ
る
・
神
（
神
前
）
に
捧
げ
る
・
神
（
神
前
）
に
差
し
上
げ
る
」
で
も

よ
い
。「
奉
納
・
お
供
え
・
手
向
け
」
や
「
神
に
」
の
意
が
読
み
取
れ
な
い
「
差
し
上
げ
る
」
等
や
、
謙
譲
の
意
が
な
い

「
供
え
る
・
手
向
け
る
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
さ
ら
な
り
、 

→
 

言
う
ま
で
も
な
く
、 

 

※
「
も
ち
ろ
ん
」
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
３
点
】
山
は
ま
だ
青
葉
な
れ
ば
、 

 
→

 

山
は
ま
だ
青
葉
で
あ
る
の
で
紅
葉
も
な
く
、 

 

※
「
紅
葉
も
な
く
・
紅
葉
し
て
い
な
い
の
で
」
の
意
が
な
い
、「
山
は
ま
だ
青
葉
で
あ
る
の
で
・
山
の
木
は
青
い
の
で
・
山

の
葉
は
緑
で
あ
る
の
で
」
等
は
【
１
点
】。 

 
 

た
だ
し
、
要
素
Ｄ
に
『（
神
の
）
心
の
ま
ま
に
紅
葉
（
紅
葉
の
錦
）
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
』
と
あ
る
場
合
は
、
要
素
Ｃ

に
「
紅
葉
も
な
く
・
紅
葉
し
て
い
な
い
の
で
」
の
意
が
な
く
て
も
、「
山
は
ま
だ
青
葉
で
あ
る
の
で
」
の
意
さ
え
あ
れ
ば
、

【
３
点
】
を
得
点
で
き
る
。 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】
ま
に
ま
に 

→
 

『
神
の
心
の
ま
ま
に
』 

 

※
『
神
の
心
の
ま
ま
に
』
の
括
弧
『 

』
は
「 

」
で
も
よ
く
、
付
い
て
い
な
く
て
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※
『
神
の
心
の
ま
ま
に
』
は
『
心
の
ま
ま
に
』『（
神
の
）
心
の
ま
ま
に
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
』『（
神
の
）
心
の
ま
ま
に
紅
葉

（
紅
葉
の
錦
）
を
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
』
で
も
よ
い
。 

 
 

『
ま
に
ま
に
』
の
ま
ま
は×

。 
 

要
素
Ｅ
【
１
点
】
と
申
さ
ん
や
う
も
な
く
て
、 

→
 

と
申
し
上
げ
て
捧
げ
る
よ
う
な
手
立
て
も
な
く
て
、 

 

※
「
申
し
上
げ
て
捧
げ
る
」
は
「
申
し
上
げ
る
・
お
願
い
申
し
上
げ
る
・
祈
り
申
し
上
げ
る
・
お
願
い
す
る
・
お
祈
り
す
る
」

等
で
も
よ
い
。 

 
 

謙
譲
の
意
が
な
い
「
と
言
う
」
等
は×

。 

 

※
「
よ
う
な
」（
婉
曲
）
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
手
立
て
」
は
「
手
段
・
方
法
・
た
よ
り
・
手
が
か
り
・
つ
て
」
等
で
も
よ
い
。 

  
 



問
四 

和
歌
（
Ａ
）
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

６
点 

 

［
該
当
和
歌
］ 

Ａ
１
何
を
か
も
Ｂ
１
幣
に
し
て
ま
し
Ｃ
２
秋
を
浅
み
Ｄ
１
お
り
て
た
む
け
ん
Ｅ
１
紅
葉
だ
に
な
し 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
何
を
Ｂ
１
幣
に
し
よ
う
か
し
ら
。
Ｃ
２
秋
が
浅
い
の
で
Ｄ
１
手
折
っ
て
捧
げ
る
よ
う
な
Ｅ
１
紅
葉

さ
え
な
い
。 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
要
素
Ａ
は
条
件
（
赤
字
）
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
何
を
か
も 

→
 

何
を
。 

 

※ 

Ｂ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
一
体
何
を
」
で
も
よ
い
。「
何
も
か
も
・
何
で
も
」
な
ど
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
幣
に
し
て
ま
し 

→
 

幣
に
し
よ
う
か
し
ら
。 

 

※
「
幣
に
し
よ
う
か
・
幣
に
し
よ
う
か
な
あ
・
幣
に
し
よ
う
」
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
秋
を
浅
み 

→
 

秋
が
浅
い
の
で 

 

※
「
秋
が
浅
い
の
で
・
秋
が
深
ま
っ
て
い
な
い
の
で
・
秋
が
深
く
な
い
の
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】
お
り
て
た
む
け
ん 

→
 

手
折
っ
て
捧
げ
る
よ
う
な 

 

※
「
手
折
っ
て
」
は
「
折
っ
て
・
枝
を
折
っ
て
・
木
か
ら
折
っ
て
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
捧
げ
る
」
は
「
手
向
け
る
・
奉
納
す
る
・
供
え
る
・
差
し
上
げ
る
」
等
で
も
よ
い
。 

謙
譲
表
現
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
「
よ
う
な
」
が
な
い
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｅ
【
１
点
】
紅
葉
だ
に
な
し 

→
 

紅
葉
さ
え
な
い
。 

 

※
「
さ
え
」
が
な
い
「
紅
葉
も
な
い
・
紅
葉
だ
け
も
な
い
・
紅
葉
だ
け
で
も
な
い
」
等
は×

。 

    
 



問
五
（
１
） 

和
歌
（
Ｂ
）
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

基
準 

 

配
点 

６
点 

 

［
該
当
和
歌
］ 

Ａ
１
か
し
こ
く
も
Ｂ
１
い
と
ど
Ｃ
１
昔
を
し
の
ぶ
Ｄ
１
身
は
Ｅ
２
神
の
宮
居
を
た
ち
ぞ
わ
づ
ら
ふ 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
１
畏
れ
多
く
も
Ｂ
１
ま
す
ま
す
Ｃ
１
昔
を
懐
か
し
む
Ｄ
１
私
は
Ｅ
２
神
社
を
離
れ
て
旅
立
つ
こ
と
も

で
き
な
い 

  

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
要
素
Ｄ
は
条
件
（
赤
字
）
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
か
し
こ
く
も 

→
 

畏
れ
多
く
も 

 

※
「
尊
く
も
・
も
っ
た
い
な
く
も
・
あ
り
が
た
く
も
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
い
と
ど 

→
 

ま
す
ま
す 

 

※
「
い
よ
い
よ
」
等
で
も
よ
い
。「
と
て
も
・
た
い
そ
う
・
非
常
に
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｃ
【
１
点
】
昔
を
し
の
ぶ 

→
 

昔
を
懐
か
し
む 

 

※
「
昔
」
は
「
昔
」
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
問
五
（
２
）
の
設
問
の
解
答
を
踏
ま
え
た
「
祖
父
の
時
代
・
祖
父
白
井
重
行
が 

活
躍
し
た
往
時
・
祖
父
が
人
々
の
た
め
に
尽
力
し
た
昔
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
懐
か
し
む
」
は
「
思
い
出
す
・
思
い
を
馳
せ
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｄ
【
１
点
】
身
は 

→
 

私
は 

 

※ 

Ｃ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
私
」
は
「
わ
が
身
・
こ
の
身
」
で
も
よ
い
。「
身
体
・
か
ら
だ
・
肉
体
」
等
は×

。 
 

要
素
Ｅ
【
２
点
】
神
の
宮
居
を
た
ち
ぞ
わ
づ
ら
ふ 

→
 

神
社
を
離
れ
て
旅
立
つ
こ
と
も
で
き
な
い 

 

※
「
神
社
か
ら
旅
立
て
な
い
（
出
発
で
き
な
い
・
出
発
し
か
ね
て
い
る
）」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
神
社
」
は
「
社
・
祖
父
を
祀
る
神
社
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
な
い
場
合
は
【
１
点
】。 

 

※
「
神
社
」
が
あ
っ
て
も
「
旅
立
て
な
い
（
出
発
で
き
な
い
・
出
発
し
か
ね
て
い
る
）」
が
で
き
て
い
な
い
場
合
は×
。 

   
 



問
五
（
２
） 

和
歌
（
Ｂ
）
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
言
う
「
昔
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
時
の
こ
と
か
、
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な

さ
い
。 

  

基
準 

 
配
点 

７
点 

 

［
該
当
和
歌
］ 
か
し
こ
く
も
い
と
ど
昔
を
し
の
ぶ
身
は
神
の
宮
居
を
た
ち
ぞ
わ
づ
ら
ふ 

 

［
模
範
解
答
］ 
Ａ
２
書
き
手
の
祖
父
白
井
重
行
が
、
Ｂ
３
藩
の
重
職
に
あ
っ
て
、
藩
校
開
設
や
新
田
開
拓
な
ど
、 

Ｃ
２
人
民
の
た
め
に
尽
力
し
、
（
Ａ
）
活
躍
し
た
往
時
。（
五
〇
字
） 

 

 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
た
だ
し
、
要
素
Ｂ
・
Ｃ
は
条
件
（
赤
字
）
あ
り
。 

 

字
数 

 
 

五
〇
字
以
内 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
書
き
手
の
祖
父
白
井
重
行
が
、 
〜 

活
躍
し
た
往
時
。 

 

※
「
書
き
手
の
祖
父
の
時
代
・
白
井
重
行
の
時
代
・
白
井
重
行
の
生
き
て
い
た
時
・
重
行
の
生
前
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

※
「
書
き
手
の
」
が
な
い
「
祖
父
の
時
代
」
な
ど
は
【
１
点
】。 

 

※
「
重
行
」
が
な
い
「
白
井
の
時
代
・
白
井
氏
の
時
代
」
等
は×
。 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
藩
の
重
職
に
あ
っ
て
、
藩
校
開
設
や
新
田
開
拓
な
ど
、 

 

※ 

Ａ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
藩
の
重
職
に
あ
っ
た
（
時
）」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
１
点
】。 

 

※
「
藩
校
を
開
設
し
た
（
時
）・
藩
校
の
た
め
に
働
い
た
（
時
）」
等
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
１
点
】。 

 

※
「
新
田
を
開
拓
し
た
（
時
）・
三
新
田
を
作
っ
た
（
時
）」
等
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
１
点
】。 

 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
人
民
の
た
め
に
尽
力
し
、 

 

※ 

Ａ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
人
の
た
め
に
働
い
た
」、
も
し
く
は
「
人
に
尊
ば
れ
た
・
人
に
崇
め
ら
れ
た
」
等
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 
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